
避難所運営ゲームHUG体験会 in道の駅 報告 

 

1. 開催日 

平成 30年 12月 26日(水) 13:40～受付 14:00～16:00 

 

2. 開催場所 

道の駅うご端縫いの郷 おもしぇ通り 

 

3. 目的 

①有事の際の心構えや防災意識向上に繋げる 

②秋田県冬期防災訓練に向けた予行演習とする 

 

4. 参加者 (総勢３６名、ＨＵＧ体験者２４名) 

・羽後中学校１０名 ・羽後高校１１名 ・慶應義塾大学１名 ・秋田大学１名 ・国際教養大１名 

・秋田県立大学１名 ・自衛隊１名 ・湯沢消防署７名(視察３名含) ・羽後町役場３名 ・報道１名  

 

5. 成果と課題 

 中学生や大学生、社会人・消防の方々と一緒にHUGを実施することで、通路の作り方や掲示板の使い方

など、高校生だけでは出てこなかった発想もあり運営側にとっても大きな学びとなった。また、消防の方か

らは専門的なことも教えて頂き、参加者にとって有意義な時間になった。人通りの多い道の駅での開催とい

うこともあり、足を止めて見てくれる町民の姿もあって、HUG普及の一助にもなったと思われる。 

 今回は地域住民の目にとまりやすいように道の駅のおもしぇ通りで実施したが、会場がかなり窮屈になっ

てしまった。人通りが多く、余裕をもって開催できる会場の確保が必要であった。また、生徒会にとって初

めての地域イベントということもあり、至らない点もあったので、次に活かしたい。 

  

6. アンケート・感想より(一部抜粋) 

・意識と意義を持って取り組んでおり将来を期待します。いつ災害が起こるかわからないのでいつでも災害

が起きてもいいように、準備したいです。 

・素晴らしい行動だと思います。災害時に実際運営者となる地域の方々とHUGを行うのも良いと思います。 

・HUG の運営等、比較的わかりやすいものだったが、手元の資料として、ルールをまとめたものがあった

らよりわかりやすくなるかと感じた。 

・ルールがわかれば、やりやすい運営ゲームだと思いました。一回だけでなく何回もやることで想定できる

ことへの対応力もつくかなと。（住民を巻き込んで何回もやっていただきたい） 

・消防の方もいたので、良い体験談を聞けたことは非常によかった。HUG は様々な対応の仕方があるなと

改めて実感した。実際の状況になった時に対応できる力をつけていかないとも感じた。 

・すごく丁寧に準備されていることがわかりました。本当にいいチャンスを作って下さった皆さんに感謝し

ます。 

・いざという時に行動に移せるようにできました。今回の体験を通して今後に生かせるようにしたいです。

学びをみんなに伝えられるようにしたいです。 

 

 

 



7. 消防の方からの講評 (湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 警防課 課長 髙橋義浩様) 

２月の秋田県冬期防災訓練でもＨＵＧを行うため、今回の体験会を視察させて頂いた。この体験会では、

通路やグループ分け、様々なシチュエーションへの対応など学ぶことが多い時間になっていた。最後の情報

共有や意見交換をさらに繰り返すことによってその地域におけるルール設定にもつながると考えられる。と

ても有意義な訓練になっていた。 

東日本大震災の際に３/１５～３/１９にかけて岩手県の田老町に応援で駆けつけた。避難者の食事は乾き

物がほとんどで職員の食事にも配慮が必要であった。簡易トイレもすぐに一杯になりトイレで用を足したい

とは思えず、ほとんど利用しなかった。現地では 14 体の遺体を発見し家族へ戻すことができた。当時は生

存者救助に至らずやるせない気持ちでいたが、今振り返ってみると家族のもとに送り届けることも大事な任

務になっていたと感じた。 

このような機会を準備して頂きありがとうございました。２月の秋田県冬期防災訓練でも今回のことを活

かして取り組みたい。本日の訓練お疲れ様でした。 

 

8. 新聞記事及び当日の様子 

〇新聞記事(さきがけ新聞より 平成 30年 12月 28日朝刊) 

 

○当日の様子 

(１)HUG体験会全体          (２)避難所運営検討中         (３)意見交換 

 


